
角館小学校を訪れた豪風関。児童や先生が次々
と腕相撲に挑戦（関連記事 3 ページ）

腕相撲で力だめし

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/



旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ
が
行
わ
れ
た

２
月
10
日
、
戦
後
中
断
し
た
紙
風
船
上
げ

行
事
の
復
興
と
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

を
讃
え
、
中
島
健
氏
（
上
桧
木
内
字
宮
田
）
に

仙
北
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
氏
は
、
地
元
有
志
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
戦
後
中
断
し
て
い
た
紙
風
船
上
げ
行

事
の
復
活
に
取
り
組
み
、
紙
風
船
の
製
作

や
打
ち
上
げ
技
術
の
指
導
継
承
な
ど
、
伝

統
行
事
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
独
創
的
な
発
想
で
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

型
や
サ
イ
コ
ロ
型
の
紙
風
船
の
製
作
を
手

が
け
る
な
ど
、
作
り
手
や
観
客
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。　

　

復
活
し
た
紙
風
船
上
げ
は
、
雪
深
く
冬

期
間
閉
塞
的
に
な
り
が
ち
な
地
域
の
集
い

の
場
と
し
て
大
切
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
島
健
氏
に
感
謝
状
を
贈
呈

紙
風
船
上
げ
行
事
の
復
興
に
全
力
尽
く
す

紙風船上げの会場で門脇光浩仙北市長（右奥 2 人目）
から感謝状を贈呈される中島健氏（左）。紙風船上
げ行事は冬の風物詩として地域に定着し、毎年遠方
からも訪れる多くの観客を魅了しています。

自
衛
隊
が
貢
献
活
動

　

12
月
14
日
か
ら
１
月
22
日
ま
で
ス

キ
ー
訓
練
合
宿
の
た
め
田
沢
出
張
所

に
滞
在
し
て
い
た
陸
上
自
衛
隊
秋
田

駐
屯
地
第
21
普
通
科
連
隊
の
皆
さ
ん

が
、
１
月
19
日
、
生
保
内
地
区
で
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
自
衛
隊
の
ほ
か
、
仙
北
市

や
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
、
地

区
民
生
委
員
も
参
加
し
、
各
班
ご
と

に
、
独
居
老
人
宅
や
町
内
会
館
前
を

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
で
除
雪
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
８
月
の
供
養
佛
土
石
流
災

　自衛隊が除雪ボランティア

害
時
に
救
助
活
動
で
仙
北
市
を
訪
れ

た
重
迫
撃
砲
中
隊
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
ま
し
た
。

雪が降る中、一生懸命に一人暮らしの住宅などを
除雪する自衛隊の皆さん。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

お
い
し
い
笑
顔
こ
ぼ
れ
る

　

２
月
19
日
、
ひ
の
き
な
い
保
育
園

で
仙
北
市
産
の
大
根
、
人
参
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
越
冬
野
菜
を
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
園
の
祖
父
母
参
観
日
に

合
わ
せ
、
角
館
調
理
師
会
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
初
め
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
園
児
た
ち
48
人
は

手
洗
い
指
導
を
受
け
た
あ
と
、
早
速

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
作
り
に
挑
戦
。
参
観

に
訪
れ
た
祖
父
母
と
一
緒
に
ハ
ン

バ
ー
グ
の
タ
ネ
を
こ
ね
な
が
ら
楽
し

　越冬野菜たっぷりバーガー作り

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

上
手
に
で
き
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

口
い
っ
ぱ
い
に
頬
ば
っ
た
園
児
た
ち

は「
お
い
し
い
」と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

仙北市産の越冬野菜をたっぷりとひき肉に混
ぜてハンバーグを作る園児たち。このあと
じっくり焼いて雪下キャベツとパンにはさん
で祖父母と一緒に美味しく食べました。

　

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
開
館
以
来
、

こ
の
時
期
、「
ひ
な
人
形
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

佐
竹
北
家
な
ど
の
旧
家
に
は
、
古
雛
と

し
て
高
い
格
調
を
誇
る
享
保
雛
や
古
今
雛

な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
雛
人
形
に
付
随
し
た
雛
道
具
も
、
時

代
を
感
じ
さ
せ
る
由
緒
あ
る
品
々
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
押
絵
は
、
江
戸

時
代
末
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
庶
民

の
間
で
流
行
し
た
お
雛
さ
ま
で
、
角
館
で

は
平
福
穂
庵
な
ど
の
郷
土
画
人
が
製
作
に

か
か
わ
り
、
完
成
度
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
押
絵
の
魅
力
を
、
穂
庵
作
と
伝
え
ら

れ
る
名
品
や
旧
家
に
伝
世
し
て
い
る
古
い

押
絵
を
中
心
に
、
最
近
復
活
さ
せ
た
新
し

い
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
代
々
大
切

に
保
存
さ
れ
て
き
た
お
雛
さ
ま
の
数
々

を
、
ご
ゆ
っ
く
り
と
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

角
館
樺
細
工
伝
承
館
の
ひ
な
人
形
展

数多くの雛人形が展示されている角館樺細工伝承館
の「ひな人形展」は、4 月 10 日（日）までの会期と
なります。仙北市民は入館無料ですので、期間中に
ぜひ、お立ち寄りください。

　 2 月 7 日、田沢湖図書館に「十五
日会（会長 : 平岡三郎氏）」から 2 万 5
千円分の図書カードが贈られました。
　これは、「未来を担う子どもたちの
読書環境整備の一助に」と、毎年同会
より寄贈いただいています。
　図書カードで購入した児童読み物や
絵本等、多数展示していますのでぜひ
手に取ってご覧ください。

田沢湖図書館に
「十五日会」が
図書カード寄贈

　神代診療所長の伊藤貞男先生が、本年度末を
もってご勇退されることになりました。
　伊藤先生は平成 14年 4月から神代診療所に勤
務され、神代地区を中心に地域住民のかかりつけ
医として地域医療に多大の貢献をされてきまし
た。これまでのご尽力に心から感謝申し上げます。
　なお、現在後任の医師を公募していますが、応
募者がない場合も考慮し、角館病院と田沢湖病院
の協力により診療体制が維持できるように、両院
長と協議を進めています。4月以降も引き続き神
代診療所として運営しますので、ご理解をお願い
します。
　新しい診療体制が決まりましたら改めてお知ら
せします。

神
代
診
療
所
の

伊
藤
貞
男
先
生

が
ご
勇
退

　2 月 10 日、第 39 回消防職員意見発表秋
田県大会が秋田市で行われ、「未来を拓く『わ
が家の防災マップ』」と題し、防災意識の普
及を訴えた大曲仙北広域消防本部の石郷岡
美幸さん（角館消防署）が最優秀賞を受賞
しました。
　石郷岡さんは 4 月 22 日に仙台市で行わ
れる東北大会に県代表として出場します。

消防職員意見発表 
秋田県大会

石郷岡美幸さんが最優秀賞

13
消
防
本
部
が
出
場
し
た
県
大
会
で
み
ご
と
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
石
郷
岡
美
幸
さ
ん
。
東
北
大

会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
役
力
士
と
交
流
深
め
る

　

２
月
17
日
、
角
館
小
学
校
を
大
相

撲
の
幕
内
力
士
・
豪
風
関
（
北
秋
田

市
出
身
）
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

豪
風
関
に
と
っ
て
は
、
秋
田
へ
の

帰
郷
が
何
よ
り
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

な
る
よ
う
で
す
。

　

体
育
館
に
集
ま
っ
た
全
校
児
童

は
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
本
物
の
力
士
を
見
て
大
喜
び
。
豪

風
関
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
た

あ
と
、
腕
相
撲
し
た
り
、
思
い
出
に

残
る
一
番
な
ど
を
質
問
し
た
り
、
児

　豪風関が角館小学校を訪問

童
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

来
場
所
で
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

３
月
い
っ
ぱ
い
で
ご
勇
退
さ
れ
る
伊
藤

貞
男
先
生
。

豪
風
関
と
の
腕
相
撲
は
大
盛
り
上
が
り
で
、
次
々

と
児
童
た
ち
が
挑
戦
。
し
か
し
、
び
く
と
も
し
な

い
豪
風
関
の
力
強
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
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２
月
10
日
、
上
桧
木
内
の
紙

風
船
上
げ
が
西
木
町
紙
風
船
館

隣
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
穏
や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
、

家
内
安
全
な
ど
の
願
い
を
託
し

た
高
さ
約
６
㍍
の
大
型
紙
風
船

が
次
々
と
空
に
舞
い
上
が
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
観

客
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
雪

の
夜
空
に
舞
い
上
が
っ
た
大
小

約
１
０
０
個
の
幻
想
的
な
灯
り

を
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ

夜
空
に
浮
か
ぶ
巨
大
紙
風
船

　

２
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー

場
特
設
会
場
で
、
田
沢
湖
高
原

雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
２
０
１
６
Ｆ
Ｉ
Ｓ

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」
を
１
週
間
後
に

控
え
、
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
「
え
あ

モ
ー
グ
ル
選
手
権
」
な
ど
の
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
県
内
外
の
大
学

生
た
ち
が
制
作
し
た
動
物
な
ど

の
精
巧
な
雪
像
も
多
数
展
示

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
一
部
天
候
に
よ

り
中
止
事
業
も
あ
り
ま
し
た
が

「
け
っ
ち
ぞ
り
大
会
」
や
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
大
集
合
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
両
日
と
も
会
場
は
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

け
っ
ち
ぞ
り
大
会
（
右
上
）
や
ゆ

る
キ
ャ
ラ
大
集
合（
左
）が
行
わ
れ
、

会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
Ｐ
Ｒ

　

２
月
14
日
、
桧
木
内
の
松
葉

地
区
で
裸
参
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
時
折
雨
の
降
る
天

候
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
の

若
者
や
東
京
・
茨
城
な
ど
関
東

圏
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
年
行
う
桧
木
内
川
で
の
お

清
め
は
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
一
行
は
金
比
羅
神
社
を
目

指
し
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
元
気
に
走
り
ま
し
た
。

松
葉
・
相
内
の
裸
参
り

無
火
災
願
い
参
道
を
駆
け
る

裸参りには地元以外の方も参加できます。元気なかけ声とと
もに金比羅神社を目指しました。

　

第
15
回
白
岩
城
址
燈
火
祭
が

２
月
６
日
、
白
岩
地
区
の
特
設

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
中
世
の
山
城
・

白
岩
城
跡
の
周
辺
を
か
が
り
火

な
ど
で
照
ら
す
も
の
で
、
幻
想

的
な
雰
囲
気
を
味
わ
え
ま
す
。

　

約
３
０
０
個
の
ミ
ニ
か
ま
く

ら
の
背
景
に
浮
か
び
上
が
る
館

山
参
道
の
約
５
０
０
個
の
か
が

り
火
が
灯
さ
れ
る
と
、
訪
れ
た

人
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
綱
引
き
や

火
振
り
か
ま
く
ら
体
験
も
行
わ

れ
、
参
加
者
は
大
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

民
謡
生
演
奏
で
は
、
ひ
で
こ
節
な
ど

が
手
踊
り
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

火
振
り
か
ま
く
ら
体
験
で
は
、
勢
い
を

増
す
炎
に
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

館
山
の
か
が
り
火
と
ミ
ニ
か
ま
く
ら

の
光
が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
す
。

白
岩
城
址
燈
火
祭

か
が
り
火
が
歴
史
を
照
ら
す

仙北市
の冬
まつり

火
振
り
か
ま
く
ら

願
い
を
込
め
た
炎
の
軌
跡

　

伝
統
行
事
火
振
り
か
ま
く

ら
が
、
２
月
13
日
に
桧
木
内

川
堤
沿
い
の
桜
並
木
駐
車
場

で
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
や
無

病
息
災
を
願
う
炎
の
輪
が
い

く
つ
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
準
備
さ
れ
た
炭
俵
は

８
０
０
俵
。
天
候
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
地

域
住
民
や
外
国
人
の
観
光
客

な
ど
が
多
く
集
ま
り
、
次
々

と
火
振
り
か
ま
く
ら
に
挑
戦

し
ま
し
た
。　

　

会
場
に
は
約
２
０
０
個
の

ミ
ニ
か
ま
く
ら
も
並
べ
ら
れ
、

や
わ
ら
か
な
灯
り
の
雰
囲
気

を
演
出
。
翌
14
日
は
、
角
館

町
の
各
所
で
火
振
り
か
ま
く

ら
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

400 年以上の歴史があるといわれる火振りかま
くら。炭俵には１㍍程の縄が結ばれていて、そ
の縄で俵を振り回します（上）。会場に設置され
たミニかまくらも風情を添えました。

こんなに冬祭りは楽しい

和紙を貼り合わせ作
られた紙風船は約 6
㍍にもなります。毎
年ユニークな作品が
打ち上げられ観客を
魅 了 し ま す。 ガ ス
バーナーで熱風を送
り風船を膨らませ、
空気の入り口に付け
た布玉に点火すると
舞い上がります。

～感動体感。寒いからこそあったかい仙北市の冬まつり～

一
斉
打
ち
上
げ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
待
つ
紙
風
船
が
数
多
く
並
び
ま
す
。

桧木内川が増水の
ため、足下を浸す
のみとなりました
が、参加者は明る
い表情。このあと
金比羅神社まで元
気 に 駆 け 上 が り、
無火災を祈願しま
した。
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外

軽

　

外
国
人
観
光
客
へ
の
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
、
外
国
語
の
通
訳
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仙
北
市
内
で
通
訳
が
必
要
な
外

国
人
が
い
る
場
合
、
そ
の
施
設
や
一
般
の

方
が
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
す
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
通

訳
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
す

（
図
参
照
）。
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
道
案
内
を
求
め
ら
れ
た
時

や
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
見
か
け
た
と
き

　

譲
渡
や
廃
棄
を
し
て
車
両
が
手
元
に
な

い
の
に
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

《
車
両
の
譲
渡
や
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
》

　

名
義
変
更
等
の
手
続
き
を
し
な
い
と
前

所
有
者
や
亡
く
な
っ
た
方
に
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
続
け
ま
す
。

《
車
両
を
廃
棄
し
た
場
合
な
ど
》

　

廃
車
の
手
続
き
を
し
な
い
と
軽
自
動
車

国
語
通
訳
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
車
両
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す

税
が
課
税
さ
れ
続
け
ま
す
。

　

該
当
す
る
車
両
が
あ
る
場
合
は
、
４
月

１
日 

金 

ま
で
に
名
義
変
更
・
廃
車
等

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
名
義
変
更
・
廃
車
等
の
届
出
先
は
車
種
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
左
記
の
表
を
参
考

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
７

車種 届出先

原動機付自転車

（125㏄以下）

小型特殊自動車

（農耕・その他）

ミニカー

税務課、角館・西木地域センタ－、各出張所

手続きに必要なもの

◎名義変更の場合：納税義務者と届出者の印鑑

◎廃車の場合：ナンバープレート、納税義務者

と届出者の印鑑

※ナンバープレートを紛失・破損等の理由により返

納できない場合は、弁償金200円が必要です。

問合せ  ☎税務課43-1117

下記の車種の手続きについては担当機関へ直接おたずねください。

車種 担当機関

軽自動車
 ▼ 二輪

　（125cc 超250cc 以下）

 ▼ 三輪、四輪

軽自動車検査協会秋田事務所

　☎ 050-3816-1834
　（秋田市寺内字三千刈463-3）

角館地区自家用自動車協会

　☎53-2209  （角館町上菅沢194）

二輪の小型自動車

（250cc 超）

雪上車

東北運輸局秋田運輸支局登録部門

　☎050-5540-2012
　（秋田市泉字登木74-3）

角館地区自家用自動車協会

　☎53-2209  （角館町上菅沢194）

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
期
間
／
３
月
31
日
ま
で

●
通
訳
可
能
言
語
／
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語

※
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ
イ
語
、

ロ
シ
ア
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
は
場
合
に
よ
り

対
応
可
能

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
／

０
１
２
０

－

０市

外

局

番

１
８
７

－

１い
こ
ー５

●
問
合
せ
／
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

　
（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
３

（イメージ図）

①
困
っ
て
い
る
外
国
人
の
方
が
い
る
場
合
、
そ
の
施
設
や

一
般
の
方
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
ま
す
。

②
電
話
し
た
方
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
通
訳
者
に
状
況
を

伝
え
ま
す
。

③外国人の方と通訳

者が話します。

④その内容を通訳者

が電話した方に伝

えます。

１43
２

４

個

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
使
用
の
ゴ
ミ
出
し

日
程
表
は
、
以
前
の
よ
う
な
カ
レ
ン
ダ
ー

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
、
カ
ー
ド

が
で
き
た
方
に
順
次
交
付
通
知
書(

は
が

き
）を
送
っ
て
い
ま
す
。
交
付
通
知
書（
は

が
き
）に
記
載
の
交
付
場
所
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

　

混
み
具
合
に
よ
っ
て
は
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

交
付
の
際
、
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要

で
す
の
で
準
備
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

月
か
ら
の
家
庭
ゴ
ミ
の

収
集
に
つ
い
て

人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行

を
行
い
ま
す

●
問
合
せ
／

　

▼
市
民
生
活
課（
角
館
庁
舎
）

　
　

☎（
43
）３
３
０
８

　

▼
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
薗
田
）

　
　

☎（
54
）３
３
０
５

平
成
28
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
、

ゴ
ミ
収
集
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
記
載

さ
れ
た
地
区
名
が
左
記
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
お
使
い
の

「
ゴ
ミ
収
集
日
程
表
」の
グ
ル
ー
プ

と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グループ名 地区名

田
沢
湖

第１グループ
武蔵野・滝沢・横町・男坂・駅前・宿・沼田・

浮世坂団地・久保

第２グループ

田沢・潟・春山・石神・造道・田沢湖高原・水沢・

高野・中生保内・山居・野中団地・向生保内・船場・

刺巻

第３グループ 梅沢・岡崎・角館東前郷・小松・神代・卒田

角
館

第１グループ ---------------　変更ありません　---------------

第２グループ ---------------　変更ありません　---------------

第３グループ 西長野・八割・下延・雲然（田頭・碇）

第４グループ 白岩・薗田・広久内・下川原・金山下・大中嶋

第５グループ 山谷川崎・川原・小勝田（松ヶ崎）

西
木

第１グループ 小山田・西明寺（佐曽田・堂村・荒町）

第２グループ 門屋・西荒井・ニュータウン塚野腰

第３グループ 上荒井・小渕野

第４グループ 上桧木内・桧木内 （中里）

第５グループ 桧木内・西明寺 ( 潟尻・潟野・十二峠・小山寺 )

平成２８年度のゴミ収集カレンダーは、３月中旬頃配布予定です。

方
式
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

　

新
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
収
集
す
る

ゴ
ミ
が
変
更
に
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
の

で
、
日
に
ち
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ゴ

ミ
の
種
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
ゴ
ミ
集
積

所
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
、グ
ル
ー

プ
毎
に
別
枠
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

3月6日（日）・13日（日）

9:00 ～15:00

▼ 角 館 庁 舎　市民生活課市民係

▼ 田沢湖庁舎　田沢湖地域センター

▼ 西 木 庁 舎　西木地域センター

期 日

時 間

場 所

必要なもの

●
問
合
せ
／

　

▼
市
民
生
活
課
市
民
係（
角
館
庁
舎
）

　
　

☎（
43
）３
３
０
７

　

▼
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー（
田
沢
湖
庁
舎
）

　
　

☎（
43
）１
１
４
７

　

▼
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
西
木
庁
舎
）

　
　

☎（
43
）２
２
０
０

123456789000

平成0年0月0日まで有効

平成0年0月0日
平成0年0月0日

氏名　仙北　花子　　　　　　　平成0年0月0日
生住所　秋田県仙北市○○○○

運
転
免
許
証

通知カード

個人番号　0000  0000  0000
氏名　仙北　花子

住所　秋田県仙北市○○○○

平成0年0月0日

住民基本台帳カード

住民基本
台帳カード

平成0年0月0日生
仙北　花子

秋田県仙北市○○○○

仙北市

0000年0月0日まで有効

▼

健 康 保 険
被保険者証

   本人（被保険者）
平成0年0月0日交付

　　　　　　     記号　00000000　記号　00
氏名　　　　　　仙北　花子
生年月日　　　　平成0年0月0日

資格取得年月日　平成0年0月0日

保険者番号
保険者名称　　全国健康保険協会
保険者所在地　○○○○○○○○○

印
年金手帳

社会保険庁

印

印

交付通知書兼照会書（はがき）

住基カード（持っている人のみ）通知カード 印鑑

本人確認書類

写
真
付
き
１
点

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

写
真
な
し
２
点

（
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
な
ど
）

― 

ま
た
は 

―

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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市
　

次
の
物
件
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
に
よ
る
公
売
を
行
い
ま
す
。

①
建
第
１
号   
車
両（
除
雪
ド
ー
ザ
11
㌧
級
）

◎
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
９
２
６
Ｅ  

昭
和
63
年
式

（
８
Ｎ
Ｂ
）タ
イ
ヤ
・
ド
ー
ザ

※
故
障
に
よ
り
修
理
が
必
要
で
、
車
検
の
更
新

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
最
低
落
札
価
格
／
35
万
円（
税
抜
き
）

②
建
第
２
号　

車
両（
ダ
ン
プ
）

◎
日
野
ス
ー
パ
ー
ド
ル
フ
ィ
ン  

平
成
元
年
式

　
（
Ｐ-

Ｆ
Ｚ
６
３
３
Ａ
Ａ
）７
㌧
ダ
ン
プ

※
故
障
に
よ
り
修
理
が
必
要
で
、
車
検
の
更
新

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
最
低
落
札
価
格
／
30
万
円（
税
抜
き
）

有
財
産
を

　

公
売
し
ま
す

③
仙
財
第
２
号　

車
両（
自
家
用
バ
ス
）

◎
日
野
レ
イ
ン
ボ
ー  

平
成
９
年
式（
Ｋ

Ｃ-

Ｒ
Ｒ
１
Ｊ
Ｊ
Ａ
Ａ
）乗
合
バ
ス
55
人

※
故
障
・
修
繕
が
必
要
な
車
両
で
、
現
状
で
は

自
走
お
よ
び
車
検
の
更
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
最
低
落
札
価
格
／
20
万
円（
税
抜
き
）

※
３
件
と
も
入
札
保
証
金
、
契
約
保
証
金
免
除

●
物
件
公
開
日
時
／

　

３
月
１
日
火
～
15
日
火　

９
時
～
16
時

●
物
件
公
開
場
所
／

▼
建
第
１
号
：
角
館
東
地
区
公
民
館
裏

　
（
角
館
町
外
ノ
山
11
、
旧
角
館
東
小
学
校
）

▼
建
第
２
号
：
田
沢
湖
跨
線
橋
下
南
側

　
（
生
保
内
字
街
道
ノ
上
）

▼
仙
財
第
２
号
：
仙
北
市
役
所
西
木
庁
舎

車
庫（
西
木
町
上
荒
井
字
古
堀
田
47
）

※
公
開
場
所
に
担
当
者
は
お
り
ま
せ
ん
の
で
建

第
１
号
・
２
号
に
つ
い
て
は
建
設
課
、
仙
財

第
２
号
に
つ
い
て
は
財
政
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
入
札
方
法
／
最
低
落
札
価
格（
予
定
価

格
）
以
上
の
金
額
で
、
最
高
価
格
を
入

札
し
た
方
と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

※
最
高
価
格
同
額
が
２
人
以
上
の
場
合
は
く
じ

引
き
で
決
定
。

●
入
札
参
加
資
格
／

▼
個
人
：
仙
北
市
に
住
民
基
本
台
帳
登
録

さ
れ
て
い
る
方

▼
法
人
：
秋
田
県
ま
た
は
仙
北
市
の
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
に
登
録
を
有
す
る
法
人

●
入
札
申
込
み
／
３
月
１
日
火
か
ら
15
日

火
ま
で
建
第
１
号
・
２
号
は
建
設
課
へ
、

仙
財
第
２
号
は
財
政
課
へ
提
出（
土
日

を
除
く
。
郵
送
不
可
）

※
入
札
に
必
要
な
書
類
等
は
建
設
課
ま
た
は
財

政
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
札
日
時
・
場
所
／
３
月
17
日
木 

11
時

建
第
１
号
か
ら
順
に
執
行

　

市
役
所
西
木
庁
舎　

総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
２
階　

農
林
研
修
室

建第１号　車両（除雪ドーザ 11㌧級）

建第２号　車両（ダンプ）

仙財第２号　車両（自家用バス）

　

市
が
設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
使
用
料
金
を
使
用
人
数

に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
使
用
人
数
に

変
更
が
生
じ
た
場
合（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
・

転
出
・
転
入
等
）、
届
け
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
市
役
所
各
庁
舎
・

出
張
所
で
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
進
学
・
出
稼
ぎ
等
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
／
下
水
道
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎（
43
）２
２
９
６

町
村
型
浄
化
槽
を

設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

市 ※
入
札
開
始
10
分
前
ま
で
受
付
し
て
く
だ
さ

い
。
遅
れ
た
場
合
は
辞
退
と
み
な
し
ま
す
。

※
入
札
当
日
は
内
容
説
明
を
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
不
明
な
点
は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
契
約
締
結
と
代
金
の
納
入
／
落
札
者
は

落
札
後
に
契
約
締
結
し
、
契
約
締
結
後

７
日
以
内
に
売
却
代
金
の
全
額
を
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／

▼
建
第
１
号
・
２
号

　

建
設
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
４

▼
仙
財
第
２
号

　

財
政
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
４

information市 役所からのお知らせ ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

　心に溜まったことや、気になるこ

と、心配なこと、話してみませんか。

「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を

飲みながら一緒に考えていきます。

　時間内の都合のよいときに気軽に

訪れてください。

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

場所　角館交流センター 相談室

10:00～14:003／16水

だれかに話をすると安心する

傾聴ボランティア

えくぼの会

　笑いは、手軽にできる呼吸法で、

おなかや胸の筋肉を動かして酸素を

体内に取り込むことで、血行促進や

免疫効果があると言われています。

仲間と一緒に笑いの効果を実感しま

しょう。申し込みはいりません。

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

内容　笑いヨガ・ゲーム・軽体操など

講師　笑いヨガティーチャー

　　　伊藤晴美先生

場所　健康管理センター（角館）

受付　9:40～10:00  終了11:30頃

3／18金

笑いヨガで仲間との交流
　プラス健康度アップ！

笑いの会

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」

などや、ひきこもりのこと、家族の

こと、あなたのこと、ひとりで悩ま

ないで臨床心理士に話をしてみま

しょう。

申込・問合せ／仙北市保健課 ☎55-1112

スタッフ　臨床心理士

相談方法　面談（要予約）

▼角館交流センター相談室
▼

田沢湖健康増進
センター相談室

3／9水・23水・29火

3／16水

あなたの話を
　聴いてくれる人がいる

こころの相談

大曲仙北歯科医師会　３月の休日歯科診療当番医

 ６日　たかはし歯科クリニック（大仙市高梨）☎0187(62)6800

13日　たかはし歯科医院（美郷町境田）　　☎0187(82)1118

20日　佐々木歯科医院（大仙市大曲上栄町） ☎0187(63)3025

27日　小西歯科医院（美郷町六郷）　　　  　☎0187(84)1118

　「えくぼの会」会員が毎月1回サロ

ンを開いています。お茶やコーヒー

を飲んで語ってホッとするスペース

です。申し込みはいりません。時間

内の都合のよいときにお立ち寄りく

ださい。

　困り事・ぐち・相談事などありまし

たら、1人で抱え込まずにこのサロン

にお立ち寄りください。3月2日は

軽体操と毛糸でルームシューズ（く

つしたカバー）を作ります。毛糸と

かぎ針か棒針等をお持ちください。

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

時間　13:00 ～ 16:00
費用　100円

場所　田沢湖健康増進センター

3／2水 4／6水

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

秘密は
厳 守

します

“えがおサロン”をお手伝いしてくれる

スタッフを募集しています！

お話してみませんか
― あなたご自身のこと、

家族・学校・職場のこと ―

こころの健康電話相談
第17回

3／6日

実施団体／

　一般社団法人日本臨床心理士会・

　秋田県臨床心理士会

問合せ／秋田県臨床心理士会事務局

（秋田大学教育文化学部附属教育

実践研究支援センター内）

　☎・FAX 018-889-2539
　E-mail  akirinshin@r6.dion.ne.jp

9:00～17:00

☎018-834-0710

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　予防接種を受ける際、予診票へマイナンバーは記入しないでください。

　印字または記入をお願いしている 04 から始まる 10 ケタの番号はマイナ

ンバーではありません。

　誤ってマイナンバーを記入してしまった場合は、予診票の再発行の手続き

をしますので、保健課までお問い合わせください。

定期予防接種を受ける際の注意事項

   マイナンバーは記入しないでください。
   04 から始まる番号を記入してください。
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新潮社から寄贈された図書を紹介します

▼ゴダール原論～映画・世界・ソニ

マージュ～《佐々木敦》　 ▼異郷の友

人《上田岳弘》　 ▼アメリカ最後の

実験《宮内悠介》　 ▼あなたという

国～ニューヨーク・サン・ソウル～

《ドリアン助川》　 ▼その姿の消し方

《堀江敏幸》　 ▼夜、僕らは輪になっ

て歩く《ダニエル・アラルコン / 著、

藤井光 / 訳》　 ▼美の考古学～古代人

は何に魅せられてきたか～《松木武彦》　 ▼新潮日本古典集成〈新

装版〉 紫式部日記 紫式部集《山本利達 / 校注》　 ▼新潮日本古典

集成〈新装版〉 方丈記 発心集《三木紀人 / 校注》　 ▼新潮日本

古典集成〈新装版〉 日本永代蔵《村田穆 / 校注》　 ▼凜と咲きて

《矢野隆》　 ▼神戸電鉄殺人事件《西村京太郎》　 ▼樹液少女《彩

藤アザミ》　 ▼あなたの人生、逆転させます～新米療法士・美夢

のメンタルクリニック日誌～《小笠原慧》　 ▼レプリカたちの夜

《一條次郎》　 ▼管見妄語　できすぎた話《藤原正彦》　 ▼「全世

界史」講義 Ⅰ古代・中世編～教養に効く！人類 5000 年史～、「全

世界史」講義 Ⅱ近世・近現代編～教養に効く！人類 5000 年史

～《出口治明》

●  新潮文庫新刊も多数 寄贈されています。

新着図書を紹介します

▼ブラック・ヴィーナス～投資の女神～《城山真一》　 ▼王とサーカス《米澤穂信》　 ▼江ノ島西浦写真館《三上延》

▼獅子吼《浅田次郎》　 ▼子どもはイギリスで育てたい！７つの理由《浅見実花》　 ▼拉致被害者たちを見殺しにし

た安倍晋三と冷血な面々《蓮池透》　 ▼ストーリー思考で奇跡が起きる《小山竜央》　 ▼心がすっと軽くなる ボケ

た家族の愛しかた《長尾和宏、丸尾多重子》

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 28 年（2016） 3 月 1 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　まだまだ寒い日が続いていますが、店先では花の苗が出

始めました。今年はどんな花を咲かせましょうか？学習資

料館の本も参考にしてください。新しい本もたくさんあり

ますので、ぜひ足を運んでくださいね！

3月のテーマ展示
『そろそろ準備を始めたい！庭仕事』

お知らせ

　田沢湖図書館の開館時間について、試行としてこの

３月までの予定で、９時から１８時までとなっていま

したが、４月以降も引き続き１８時まで開館します。

　試行期間は平成２８年４月１日から平成２９年３月

３１日までです。

　たくさんの方のご利用をお待ちしています。

図書館
情報局

SEMBOKU CITY LIBRARY

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　　3月休館日　7日月  14日月  21日月  28日月

田沢湖図書館 ☎43-1307

学習資料館 ☎43-3333

おはなし玉手箱
日時　　3月12日（土） 10:00 ～

場所　　田沢湖図書館  1階

春のはなし

春のうた

春の折り紙

入場無料

手作り教室

羊毛フェルトでおしゃれな干支づくり

最終回『丑 - うし -』

日時　　3月24日（木） 10:00 ～

材料費 　500円（初回の方は 700 円）

申込締切  3月18日（金）

申込・問合せは田沢湖図書館へ

絶
筆
　
　
　
　
　 

　《
野
坂
昭
如
》

天
才
《
石
原
慎
太
郎
》

発
行
／
幻
冬
舎

3月休館日　1日火・2月末   7日月  14日月  20日日・祝   

　　　 　21日月  28日月  31日 木・月末

3月休館日　1日火・2月末   7日月  14日月  20日日・祝   

　　　 　21日月  28日月  31日 木・月末

　角館公民館では、２月４日から３月１７日

までに全５回の日程で初心者向け英会話講座

を始めました。

　海外から来日されるお客様が仙北市でもだ

いぶ見られます。片言でも「おもてなしの心」

で接することができればとの思いで始まった

この講座、英会話塾の田村雄幸先生が初歩の

英会話を指導しました。

　参加された皆さんは、とりあえず話しかけ

てみることを目標に先生の発音をまねて真剣

に取り組んでいました。

　地元で収穫した野菜や餅米などを使い、昔ながらの技法

による和菓子の作り方や料理を学ぶ「んみゃもの料理教室」

がこのほど神代就業改善センターで開催されました。

　この教室は、昨年１１月から今年２月まで７回の日程で行

われ、第１回教室では「田沢ながいも」や「煮南瓜」に餅粉

を練り合わせた２種類の生地に、長芋の種芋「むかご」をトッ

ピングした天ぷらを作りました。試食では、ホクホクとし

たできたての食感と香ばしい風味を味わっていました。

　２回目以降は「３色おやき・あさづけ・味噌ゆべし・３色

まんじゅう」など、たくさんの「んみゃもの」を講師の千田

ミワさんが指導。受講者の方々も、料理を通じて親しくな

り教室最終日には「来年、何教えてけるべな？楽しみだな。

また申し込むべ？」と声を掛け合っていました。

▲田沢ながいもの天ぷら▼

手際よく作業する生徒の皆さん

２
月
４
日
は
14
人
の
受
講
者
が
熱
心

に
英
会
話
を
学
び
ま
し
た
。

初歩から始める
おもてなし英会話講座

んみゃもの料理教室
生涯学習活動紹介生涯学習活動紹介

角館
公民館

田沢湖
公民館

　
仙
北
市
公
民
大
学
は
、
５
つ
の
学
科
の

中
か
ら
選
択
し
て
入
学
し
、
生
涯
学
習
を

通
じ
て
共
に
学
び
楽
し
く
集
い
、
喜
び
と

生
き
が
い
を
見
出
す
と
と
も
に
、
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

校
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
新
規

入
学
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼

参
加
対
象   

仙
北
市
の
方
な
ら
ど
な
た
で

　
　
　
　
　 

も
入
学
で
き
ま
す
。

※
社
会
学
科
は
、
地
区
校
に
な
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
の
方
が
入
学
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼募集学科

学科名 内容・場所・日時

郷土研究

学科

内 郷土の歴史について

場 樺細工伝承館

日 毎月第２火曜日
　 １３：３０～１５：００

園芸学科

内 初歩から学ぶ園芸
 　（ダリヤ、菊花等）

場 伝承館向かい豊心園

日 毎月第１・３木曜日
　 午前

書道学科

内 基本（楷書・行書）
 　から創作まで

場 角館公民館

日 毎月第２・４水曜日
　 １３：３０～１５：３０

陶芸学科

内 初歩から学ぶ陶芸

場 角館東地区公民館

日 毎月第１・３火・木曜日
　 ９：３０～１６：００

社会学科

・下延校　

・広久内校

・川崎校　

内 健康づくりと社会学習

場 未定（学習内容によ
　 り変わる）

日 隔月（予定）

平
成
28
年
度
仙
北
市
公
民
大
学 

新
規
入
学
者
募
集

▼

各
学
科
受
講
に
つ
い
て
　
各
学
科
の
受
講

開
始
日
や
材
料
費
等
詳
細
は
、

４
月
下
旬
開
催
予
定
の
入
学

式
で
説
明
し
ま
す
。
申
込
者

に
は
４
月
中
旬
頃
ま
で
に
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

▼

申
込
み
　
３
月
22
日
火

ま
で
最
寄
り
の

公
民
館
に
設
置
し
て
あ
る
申

込
書
に
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼

問
合
せ
　
仙
北
市
公
民
大
学
事
務
局
　

（
角
館
公
民
館
内
）
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3月の 子育て支援センター情報仙北市子育て支援施設『さくラッコ』

　市内５か所の保育園・認定こども園に子育て支援セン

ターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子

育てを支援する基盤づくりのため、次のような活動を

行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00～17:00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のあ

る方はぜひご連絡ください。

【集いの広場（○○ルーム）の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。入園していないお子さんと、お母

さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、

どなたでも参加できます（随時、園を開放しています。

月～金曜日の 9:00～17:00）。

　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連

絡ください。※持ち物等は各園にご確認ください。

☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

  9 日水／今年度お別れの会

だしっこルーム（だしのこ園内）

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、

引っ越してきたばかりで知らないことばかり…と不安な

ママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんも

どうぞ一緒に遊びに来てくださいね。

　子どもが大好きなサポーターが、おもちゃを準備して

お待ちしています！

【3月の開放日】（毎週水・木・土曜日 10：00 ～ 15：00）

★はっぴいルーム
　（お友だち作りや情報交換の場として開放）

　水曜日 　2 日・9 日・16 日・23 日・30 日

　木曜日 　3 日・10 日・17 日・24 日・31 日

　土曜日 　5 日・12 日・19 日・26 日

  1 日火／いっぱいあそぼ！ホールであそぼ！

　　　　　身体計測

  8 日火／おおきくなったね！おめでとう会！

わかばルーム（神代こども園内）

☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

  3 日木／ひな祭り楽しみ会に参加しよう

いちごルーム（角館保育園内）

☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 10:00 ～ 11:30

  2 日水／大型絵本の読み聞かせに参加しよう

※ 10:30 ～ 11:00

  3 日木／ひなまつり会に参加しよう

※ 10:00 ～ 11:00  

★月～金曜日　9:30 ～ 11:30

随時、園を開放しています。お子さんと同年齢のク

ラスの子どもたちと、一緒に遊ぶことも可能です。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

☎ 48-2345　FAX 48-2525

10 日木／ 1 年の成長を祝うお楽しみ会

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

3月  子どもカレンダー

乳幼児健診

日にち 健診名 対象者 受付時間

 3日 木 4 か月児 H27 年 10 月生 13:00 ～ 13:15

10日 木 10 か月児 H27 年 4 月生 13:00 ～ 13:15

17日 木 1 歳 6 か月児 H26 年 8 月生 12:30 ～ 13:00

18日 金 2 歳 6 か月児歯 H25 年 8 月生 12:30 ～ 13:00

24日 木 3 歳 6 か月児 H24 年 8 月生 12:30 ～ 13:00

乳児食育教室『もぐもぐランド』

日にち 相談名 対象者 受付時間

23日 水 7 か月児 H27 年 8 月生 9:30 ～ 9:45

母子健康手帳交付　

日にち 受付時間 内容

 1日 火・  9日 水

16日 水・25日 金
13:00 ～ 13:30

・母子手帳交付
・妊婦健診受診票発行
・保健師と栄養士の話

母子手帳交付申請に必要なもの

①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード

③本人確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

おやこ交流広場

開放日 時間 内容

 7日 月・14日 月

22日 火・28日 月
9:30 ～ 11:30

保護者とお子さんが自
由に遊べるスペース。
申込不要で自由参加。

1 歳 3 か月児健康相談

日にち 相談名 対象者 受付時間

23日 水 1 歳 3 か月児 H26 年 12 月生 13:00 ～ 13:15

会場  　健康管理センター（角館）　

問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

【
問
合
せ
】

仙北市地域子育て支援拠点事業

「さくラッコ」角館町岩瀬町29

☎ 080-1663-4494
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、さくラッコ隣（4台）、または情報センター

をご利用ください。

★わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

17日 木  10：30～11：30
　「防災・救命救急講座」

　東日本大震災から 5年。今自分たちが住んでいるところ

は、どんな災害が起こりうるのか、起こった時には何を持っ

てどこに逃げるのか等、講師に仙北市で女性消防団員とし

てご活躍の西宮三春さんをお招きし、子どもをもつ母とし

ての目線からもお話を伺いながら、防災について学びます。

★すくすく成長記録 Day

24日 木  10：30～11：30
　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったか

お子さんの身長体重を測って記録してみましょう。

　子育てのお悩みも相談できます！

大切なお知らせ

　4月から利用者の皆さんの声を反映して、はっぴいルー

ムの開放日が変わります！毎週、水・木・金（祝日は除く）

の3回となります。土曜日は開放しません。4/1からスター

トしますので、お間違えのないようお願いします。

【3月のイベント】

★うきうき広場（ミニイベント＆お誕生会）

9日 水  10：30～11：30
　「入園グッズ作り！ミシンに挑戦！」& お誕生会

　もうすぐ、入園、入学！入園グッズを

ミシンで作ります！講師の丁寧な指導が

ありますのでミシンは苦手、初心者とい

う方も安心してご参加ください！世界に

一つだけのママオリジナルグッズを作りましょう！

《参加費》100円

※託児無料。申し込み時お知らせください。

要事前申込

定員 5人

　平成２６年３月に仙北市と秋田銀行が締結した協定に基づき、子育てと定住支援策として、住宅ローン金利引き下げを実施

しています。詳しくは、秋田銀行窓口へお問い合わせください。　《取扱店：秋田銀行　全営業店・全パーソナルプラザ》

秋田銀行との「子育て支援ならびに定住促進に関する協定」

住宅ローン金利引き下げ 実施中

適用金利
固定３年　　　：「夢・応援プラン」基準金利から年 0.20％引下げ

固定５年、１０年：「夢・応援プラン」基準金利から年 0.45％引下げ

対象者条件

①「夢・応援プラン」の対象者条件を充足する方

②お申込時点で扶養家族となっているお子様が３人以上いる方

③仙北市住民の方 ( ご融資実行後に仙北市に転居する場合は申込時に他市町村住民でも可）

④仙北市内にある住宅新築・購入・増改築・借換資金

対象商品 住宅ローン「フルサポート」（特約自動更新タイプ） 金利選択 新規実行時「固定金利」選択限定

※基準金利は毎月見直しします｡

《問合せ》　仙北市子育て推進課   ☎43-2280

子育てインフォメーション子育てインフォメーション
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『
ふ
つ
う
の
自
由
』

　
　

角
館
小
学
校
５
年　

橘　

海
斗

　　

図
書
館
で
ふ
と
一
冊
の
本
が
ぼ
く

の
目
に
と
ま
っ
た
。
「
マ
ラ
ラ
」
そ
の

名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
、

ぼ
く
が
知
っ
て
い
た
の
は
、
史
上
最

年
少
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
女
の
人
、
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。

題
名
に
ひ
か
れ
、
何
気
な
く
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
た
そ
の
し
ゅ
ん
間
か
ら
、

ぼ
く
の
世
界
が
広
が
っ
た
。

　

ま
ず
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
ま
で
受
賞
し
た
人
が
ふ
つ
う
の

女
の
子
だ
っ
た
こ
と
だ
。
友
達
と
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
り
す
る
ど
こ
に
で
も
い
る
女
の
子
、

そ
れ
が
マ
ラ
ラ
だ
っ
た
。
け
れ
ど
、

ぼ
く
た
ち
と
は
決
定
的
に
ち
が
う
面

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
行
動
力
。

　

十
才
の
時
、
マ
ラ
ラ
の
住
む
町
は
、

タ
リ
バ
ン
と
い
う
武
装
勢
力
に
よ
っ

て
き
ょ
う
ふ
の
ど
ん
底
に
た
た
き
落

と
さ
れ
た
。
な
か
で
も
女
性
に
対
す

る
差
別
は
ひ
ど
く
学
校
に
通
う
こ
と

も
一
人
で
外
出
す
る
こ
と
も
禁
止
さ

『
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
』

　
　

角
館
高
校
３
年　

戸
澤　

優
希

　

「
一
人
の
子
ど
も
、
一
人
の
教
師
、

一
冊
の
本
、
そ
し
て
一
本
の
ペ
ン
で

世
界
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
言
葉

を
彼
女
が
述
べ
た
の
を
テ
レ
ビ
で
見

た
時
は
、
衝
撃
を
受
け
た
。
彼
女
は
、

　
「
平
成
27
年
度
仙
北
市
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
（
仙
北
市
教
育
委
員
会

主
催
・
角
館
図
書
館
後
援
会
後
援
）」

が
行
わ
れ
、
応
募
総
数
１
３
４
点
の

中
か
ら
仙
北
市
長
賞
に
橘
海
斗
さ
ん

（
小
中
学
校
の
部
・
角
館
小
５
年
）、

戸
澤
優
希
さ
ん
（
高
校
の
部
・
角
館

高
３
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
に
仙
北
市
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞

者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
仙
北
市
長
賞
の
受
賞
作
品

（
原
文
）と
審
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

仙北市読書感想文

教
育
支
援
に
つ
い
て
の
発
言
を
し
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
へ
の
出
演
に
よ

っ
て
身
元
が
知
れ
渡
り
、
タ
リ
バ
ン

に
命
を
狙
わ
れ
る
身
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
あ

と
も
、
教
育
に
つ
い
て
の
活
動
を
続

け
た
。
そ
の
活
動
を
讃
え
、
十
七
歳

と
い
う
若
さ
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
。
彼
女
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、
情
報
の
怖
さ
、
教
育
の
大
切
さ
、

貧
困
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

　

情
報
は
私
に
と
っ
て
無
く
て
は
な

ら
な
い
。
今
の
時
代
、
ネ
ッ
ト
社
会

と
な
っ
て
い
る
。
簡
単
に
色
々
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
反

主
催
：
仙
北
市
教
育
委
員
会

後
援
：
角
館
図
書
館
後
援
会

問
合
せ
：
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
・

学
習
資
料
館
☎
（
43
）
３
３
３
３

仙
北
市
長
賞
（
高
校
の
部
）

読書感想文コンクール審査結果（敬称略）

れ
た
。
そ
の
命
令
に
し
た
が
わ
な
け

れ
ば
ど
ん
な
ひ
ど
い
目
に
あ
う
の
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、

マ
ラ
ラ
は
胸
の
中
で
さ
け
ん
で
い
た
。

「
な
ぜ
、
自
由
の
た
め
に
戦
わ
な
い
の
。
」

　

こ
の
時
の
マ
ラ
ラ
は
十
才
。
現
在

の
ぼ
く
と
一
つ
し
か
ち
が
わ
な
い
。

十
一
才
の
ぼ
く
は
、
学
校
へ
行
っ
て

友
達
と
楽
し
く
過
ご
し
、
テ
レ
ビ
を

見
て
笑
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
い
た
。
お
い
し
い
物
を
食
べ

何
一
つ
不
自
由
の
な
い
生
活
を
し
て

い
た
。
そ
れ
と
は
正
反
対
に
マ
ラ
ラ

は
、
絶
え
間
な
く
続
く
砲
げ
き
の
音

に
お
び
え
な
が
ら
逃
げ
回
る
日
々
を

送
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
政
治
に

つ
い
て
深
く
考
え
平
和
な
社
会
の
大

切
さ
を
主
張
し
続
け
た
。
十
一
才
の

時
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、
女
の
子
に
も

教
育
の
自
由
を
与
え
て
ほ
し
い
と
う

っ
た
え
た
。
こ
れ
は
、
と
て
も
危
険

な
行
い
だ
。
自
分
の
顔
も
考
え
方
も

タ
リ
バ
ン
に
知
ら
れ
命
を
ね
ら
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
ぼ
く
が
ど

ん
な
に
勇
気
を
出
し
て
も
、
マ
ラ
ラ

の
よ
う
な
行
動
は
起
こ
せ
な
い
。
命

を
か
け
て
ま
で
社
会
の
た
め
に
つ
く

す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な

ぜ
マ
ラ
ラ
は
、
こ
ん
な
に
も
強
く
、

そ
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
向
か
っ

て
い
け
る
の
だ
ろ
う
。
不
思
議
な
思

い
さ
え
す
る
。

　

十
五
才
で
タ
リ
バ
ン
か
ら
じ
ゅ
う

げ
き
を
受
け
、
奇
せ
き
的
に
回
復
し

た
マ
ラ
ラ
は
、
史
上
最
年
少
で
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
で
も
、

マ
ラ
ラ
は
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
ラ
ラ
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
の
は
、

ふ
つ
う
の
自
由
、
た
だ
た
だ
ふ
つ
う

の
自
由
。
ぼ
く
は
マ
ラ
ラ
の
生
き
方

に
ふ
れ
て
、
ふ
つ
う
の
自
由
が
許
さ
れ

て
い
る
生
活
が
ど
ん
な
に
幸
せ
か
と

い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ふ
つ
う
の
自
由
に
感
謝
し
、
「
ぼ

く
に
で
き
る
戦
い
」
と
は
何
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

去
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
テ
ロ
が
起
き

て
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。

と
て
も
こ
わ
い
こ
と
だ
と
思
う
。
何

の
罪
も
な
い
人
が
ぎ
せ
い
に
な
っ
て

し
ま
い
、
幸
せ
な
生
活
も
で
き
な
く

な
っ
た
。
あ
る
日
突
然
、
命
を
う
ば

わ
れ
た
人
、
大
切
な
人
を
な
く
し
た

家
族
、
み
ん
な
が
悲
し
い
思
い
を
す

る
だ
け
の
テ
ロ
は
許
さ
れ
な
い
こ
と

だ
と
思
う
。
マ
ラ
ラ
の
望
ん
で
い
た

ふ
つ
う
の
自
由
、
そ
れ
を
ぼ
く
た
ち

も
大
切
に
守
り
、
平
和
な
世
界
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

読
ん
だ
本
『
わ
た
し
は
マ
ラ
ラ
』

（
金
の
星
社
）

面
、
嘘
の
情
報
が
本
当
で
あ
る
か
の

よ
う
に
伝
わ
る
こ
と
や
、
個
人
情
報

が
漏
え
い
し
て
し
ま
う
怖
さ
も
あ
る
。

学
校
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル
教
室
が
開

か
れ
、
全
校
で
ネ
ッ
ト
の
使
用
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
、
注
意
し
て

い
た
が
、
本
を
読
ん
で
、
命
が
危
険

に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
と
、
よ

り
一
層
注
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。

　

私
は
今
、
高
校
三
年
生
で
あ
る
。

彼
女
は
幼
い
頃
か
ら
教
育
に
つ
い
て

訴
え
続
け
て
き
た
。
私
は
小
学
校
か

ら
今
ま
で
十
二
年
間
教
育
を
受
け
て

き
た
。
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

世
界
に
は
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

が
無
い
人
達
も
沢
山
い
る
事
を
知
っ

た
。
こ
れ
ま
で
、
勉
強
が
嫌
だ
と
思

っ
た
り
、
学
校
に
行
く
こ
と
が
面
倒

だ
と
思
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

学
校
に
行
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
幸

せ
な
こ
と
な
ん
だ
と
感
じ
た
。
勉
強

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
紙
も
ペ
ン

も
あ
り
、
教
師
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も

い
る
。
私
は
も
う
少
し
で
卒
業
を
迎

え
る
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
教

師
に
し
っ
か
り
と
感
謝
し
た
い
。
そ

し
て
出
会
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

著
書
の
中
で
、
発
電
所
が
爆
破
さ

れ
、
電
気
が
止
ま
っ
た
り
、
水
に
困

っ
た
り
し
た
経
験
が
示
さ
れ
て
い
た
。

私
は
戦
争
と
は
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ

で
生
活
し
て
い
る
が
、
中
学
一
年
生

の
三
月
に
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し

た
。
そ
の
時
、
電
気
も
付
か
ず
、
水

も
出
ず
の
生
活
を
し
た
。
い
つ
ま
で

こ
の
状
況
が
続
く
の
か
と
不
安
を
覚

え
た
。
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
り
、

山
が
う
な
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た

り
し
た
時
は
と
て
も
怖
か
っ
た
。
被
害

の
大
き
さ
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
女
が
暮
ら
し

て
き
た
環
境
を
考
え
る
と
心
が
痛
む
。

　

世
界
で
は
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る

人
達
が
い
る
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
よ

く
募
金
活
動
の
協
力
の
お
願
い
を
見

る
こ
と
が
あ
る
。
東
北
地
方
が
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
際
に
は
、
沢
山
の

方
に
助
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
も
募

金
活
動
に
は
参
加
し
て
き
た
が
、
災

害
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
募
金
す
る
時

の
気
持
ち
が
変
わ
り
、
今
ま
で
以
上

に
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
秋

田
で
餓
死
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
先
日
見
た
と
き
は
、

と
て
も
驚
い
た
。
同
時
に
、
支
援
す

る
団
体
や
そ
れ
に
賛
同
す
る
企
業
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
け
た
ら
い

い
と
思
っ
た
。

　

世
界
各
国
で
は
、
テ
ロ
や
戦
争
、

紛
争
に
よ
っ
て
生
活
を
ま
と
も
に
出

来
な
い
人
達
や
教
育
を
受
け
ら
れ
な

い
人
達
が
沢
山
い
る
。
彼
女
の
言
葉

が
心
に
残
る
。
「
今
後
の
政
策
を
、
平

和
と
繁
栄
を
重
視
す
る
も
の
に
変
え

て
く
だ
さ
い
。
世
界
じ
ゅ
う
の
す
べ

て
の
子
ど
も
が
無
償
で
義
務
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

言
葉
に
は
力
が
あ
り
ま
す
。
知
識
と

い
う
武
器
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
連
帯

と
い
う
盾
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
百
万
も
の
人

が
貧
困
、
不
正
、
無
知
に
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
何
百
万
人
も
の
子
ど
も
た

ち
が
学
校
に
通
え
ず
に
い
ま
す
。
勇

気
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
に
は

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
、
ど
う
か
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

教
育
こ
そ
、
唯
一
の
解
決
策
で
す
。

ま
ず
、
教
育
を
」
と
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
専
門
学
校
に
進

学
す
る
。
ま
だ
教
育
を
う
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
、
あ
り
が
た
み
を
感

じ
て
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

彼
女
の
よ
う
に
世
界
じ
ゅ
う
の
人
を

助
け
ら
れ
る
力
は
な
い
が
、
私
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
方
の
た
め
に
働
け

る
人
に
な
り
た
い
。
い
つ
で
も
ご
飯

が
食
べ
ら
れ
、
不
自
由
な
こ
と
な
く

暮
ら
せ
る
日
々
に
感
謝
し
て
過
ご
し

て
い
き
た
い
。
今
ま
で
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
た
り
前

で
は
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
最
後

に
世
界
じ
ゅ
う
の
人
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
環
境
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

読
ん
だ
本
『
わ
た
し
は
マ
ラ
ラ
』

（
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）

平成 27年度

仙
北
市
長
賞

　

橘
海
斗
（
角
館
小
５
年
）

　

戸
澤
優
希
（
角
館
高
３
年
）

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

　

齋
藤
健
太
（
角
館
小
３
年
）

　

佐
川
妃
華
里
（
角
館
小
２
年
）

　

芳
賀
萌
里
（
角
館
高
３
年
）

仙
北
市
教
育
長
賞

　

村
岡
す
み
れ
（
角
館
小
１
年
）

　

大
石
花
（
角
館
中
１
年
）

　

靏
田
玲
奈
（
角
館
高
３
年
）

入
選　

小
学
校
低
学
年
の
部

　

浅
利
麻
帆
（
桧
木
内
小
１
年
）

　

菊
地
玲
衣
（
白
岩
小
２
年
）

入
選　

小
学
校
中
学
年
の
部

　

鈴
木
良
来
（
角
館
小
３
年
）

　

菅
原
陽
彦
（
生
保
内
小
４
年
）

　

佐
藤
優
美
（
西
明
寺
小
４
年
）

入
選　

小
学
校
高
学
年
の
部

　

草
彅
誉
（
白
岩
小
５
年
）

　

門
脇
時
男
（
西
明
寺
小
５
年
）

　

佐
藤
そ
ら
（
神
代
小
６
年
）

入
選　

中
学
校
の
部

　

柏
谷
真
愛
（
角
館
中
１
年
）

　

門
脇
匠
（
桧
木
内
中
３
年
）

入
選　

高
校
の
部

　

伊
藤
み
さ
き
（
角
館
高
３
年
）

佳
作　

小
学
校
低
学
年
の
部

　

阿
部
勇
咲
（
角
館
小
１
年
）

　

畠
山
紗
依
（
西
明
寺
小
２
年
）

　

藤
村
壮
汰
（
西
明
寺
小
２
年
）

佳
作　

小
学
校
中
学
年
の
部

　

湯
澤
慶
太
郎
（
角
館
小
３
年
）

　

小
林
ち
い
（
西
明
寺
小
３
年
）

　

鈴
木
飛
巧
（
白
岩
小
４
年
）

佳
作　

小
学
校
高
学
年
の
部

　

村
岡
凌
成
（
角
館
小
５
年
）

　

髙
橋
颯
人
（
角
館
小
６
年
）

　

髙
橋
翔
愛
（
神
代
小
６
年
）

佳
作　

中
学
校
の
部

　

菅
湖
愛
（
桧
木
内
中
２
年
）

佳
作　

高
校
の
部

　

川
村
楓
季
（
角
館
高
３
年
）

表
彰
式
で
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
。
表
彰

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

コンクール

仙
北
市
長
賞
（
小
中
学
校
の
部
）
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おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

相
談
相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

　

久
し
ぶ
り
に
方
丈
記
（
鴨
長
明
著
）
を
引
っ

張
り
出
す
。
あ
あ
懐
か
し
い
書
き
出
し
だ
。「
ゆ

く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の

水
に
あ
ら
ず
。
淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ど
ま
り
た

る
た
め
し
な
し
。
世
の
中
に
あ
る
人
と
す
み
か

と
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
」
～
。
学
校
で
も
勉

強
し
た
け
れ
ど
、
あ
の
当
時
は
全
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
い
ま
読
み
返
し
て
「
そ
う
か
も
知

れ
な
い
」
と
、
ほ
ん
の
少
し
共
鳴
で
き
る
自
分

が
い
る
。
諸
先
輩
の
言
う
と
お
り
、
年
を
重
ね
、

人
生
の
無
常
さ
も
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初

め
て
気
づ
く
こ
と
が
多
い
。

　

方
丈
記
を
現
代
語
に
訳
す
と
、「
川
の
流
れ

は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
同
じ
水
で

は
な
い
。
淀
み
に
浮
か
ぶ
泡
も
消
え
た
り
新
し

く
で
き
た
り
と
、
川
に
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
世
の
中
に
生
き
る
人
、

そ
の
人
た
ち
の
住
む
場
所
も
、
泡
と
同
じ
よ
う

な
も
の
」
と
な
る
そ
う
だ
。

　

こ
こ
数
年
、
仙
北
市
で
は
あ
ま
り
に
悲
し
い

事
故
が
続
き
、
そ
し
て
大
切
な
皆
さ
ん
を
失
っ

た
。
自
責
の
念
を
埋
め
る
術
は
な
い
。
ご
遺
族

の
辛
さ
は
い
か
ほ
ど
か
。
人
生
は
一
寸
先
が
分

か
ら
な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
今
を
大
切
に
、
旅
立

た
れ
た
方
々
の
分
ま
で
、
前
を
向
い
て
生
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
う
思
っ
て
い
る
。

　

一
人
ひ
と
り
の
努
力
だ
け
で
は
、
立
ち
続
け

る
こ
と
も
困
難
な
世
の
中
だ
。
そ
こ
で
毎
年
、

子
ど
も
た
ち
の
卒
業
式
で
は
、「
幸
せ
を
感
じ

た
い
の
な
ら
、
ほ
か
の
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
し

か
な
い
。
自
分
が
辛
い
と
き
は
、
周
囲
に
助
け

を
求
め
て
欲
し
い
。
そ
れ
は
決
し
て
恥
ず
か
し

い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
、
お
話
を
し
て
い

る
。
今
年
も
し
よ
う
と
思
う
。身
の
回
り
に
ホ
ッ

と
す
る
幸
せ
が
あ
っ
て
、
や
っ
と
自
分
も
そ
の

お
裾
分
け
に
あ
ず
か
れ
る
、
悲
し
い
荷
物
は
分

け
合
い
な
が
ら
背
負
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
以
外

の
方
法
を
思
い
つ
か
な
い
。
ま
た
不
幸
の
数
が

多
い
ほ
ど
、
周
囲
を
思
い
や
れ
る
人
に
な
れ
る
、

さ
さ
や
か
な
喜
び
に
感
謝
で
き
る
人
に
な
れ
る

と
言
う
が
、
こ
れ
も
真
理
だ
と
思
う
。

　

仙
北
市
は
、
こ
の
４
月
か
ら
よ
り
良
い
10
年

を
目
指
し
て
歩
み
を
進
め
る
。
巣
立
つ
子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、
大
人
も
精
い
っ
ぱ
い

踏
ん
張
ら
な
い
と
…
。

　

辛
い
こ
と
が
多
か
っ
た
分
、
こ
の
ま
ち
に
は

他
人
を
気
遣
い
、
小
さ
な
感
動
を
大
切
に
で
き

る
方
々
が
実
に
多
い
。
支
え
合
い
を
忘
れ
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
は
き
っ
と
大
丈
夫
だ
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
卒
業
式
の
お
話
』

No.96

まちづくり
日記

　
大
曲
仙
北
地
域
の
「
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
」（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）に
は
、

自
宅
で
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方
な

ど
の
悩
み
や
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
助

け
を
す
る
相
談
窓
口
『
認
知
症
な
ん
で
も
相
談

所
』
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
介
護
に
詳
し
い
職
員
が
、
認
知
症
に

関
す
る
こ
と
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
の
相
談

に
対
応
し
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
、
福
祉
事
務

所
な
ど
適
切
な
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ
や
紹
介

な
ど
の
援
助
も
行
い
ま
す
。

仙北市「認知症なんでも相談所」設置事業所一覧

グループホーム花みづき 角館町白岩下西野1 55-5272

グループホームたんぽぽ 角館町薗田別当村211 52-2540

グループホーム優優 田沢湖生保内字街道ノ上36-8 43-3077

認知症対応型共同生活
介護事業所田沢の家

田沢湖生保内字上清水698 43-9004

グループホーム桐花荘 田沢湖小松字荒床33-1 44-3037

ピアホームかたくりの里 西木町桧木内字高屋91-1 58-2066

ピュアののはな 田沢湖卒田字上清水48-1 52-4055

サポートハウス仙北 角館町勝楽123-1 52-1001

有料老人ホーム
ふれあいの家

田沢湖卒田字荒町49-7 44-3877

ケアライフ心都 角館町勝楽122-1 49-6177

ユニット型指定地域密着型

介護老人福祉施設駒草の郷
田沢湖生保内字上清水708 42-8577

　
認
知
症
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き
や
悩
ん
だ

と
き
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
近
く
の
相

談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》  

介
護
保
険
事
務
所

　
☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
０

秋
田
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８（
８
２
９
）２
２
７
５

受
付
時
間 

９
時
～
17
時

（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
な
ん
で
も
相
談
所
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

仙北市社会福祉協議会
３月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配ごと相談を行っています。お気

軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 7 日 月 10:00 ～ 12:00・

　紙風船館 ▼ 9 日 水 13:00 ～ 16:00・

神代出張所 ▼ 10 日 木 、24 日 木 

13:00 ～ 16:00・社会福祉協議会角

館支所 ▼ 16 日 水 13:00 ～ 16:00・

田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  

　☎ 52-1624

OSHIRASE NAVI相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る「行

政と住民のパイプ役」です。仙北市の行

政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相

談を受け付けています。

【行政相談委員】
◆難波輝子　☎ 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　☎ 53-2690

　角館町七日町 34

◆新山敦晃　☎ 47-2746

　西木町西明寺字宮田 18

【３月相談所開設日・場所】 ▼ 9 日 水・

神代出張所  ▼ 16 日 水・田沢湖総合

開発センター  ▼ 17 日 木・角館交流セ

ンター  ▼ 25 日 金・桧木内地区公民館

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎ 43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

火気の取り扱いに
十分注意してください
　今年に入り秋田県内では 1 月中だけで

18 件の火災が発生し、そのうち 4 件は

大仙・仙北・美郷地区で発生しており、

死傷者も出ています。

【火災を起こさないためには】
◎たばこの始末をしっかりとする。

◎マッチやライターを子どもの手の届く

所に置かない。

◎台所から離れるときは必ず火を消し、

コンロの周りや暖房器具の周りに燃え

やすいものは置かない。

◎タコ足配線をしない。

◎プラグやコンセントのほこり・緩みを

点検する。

◎コードを束ねて使用したり、コードに

重いものを乗せない。

　冬の間は火気を使用する機会が多く、

火災の危険が潜んでいます。細心の注意

を払いましょう。また、住宅用火災警報

器は、火災による被害を最小限に留める

効果があります。必ず設置しましょう。

【問合せ】角館消防署  ☎ 54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

OSHIRASE NAVIお知らせ

善意ありがとうございます
1 月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
◆よねや商事株式会社

◆渡辺広幸（岩瀬下タ野）

秋田県立角館高等学校
創立９０周年記念祝賀会
　平成 26 年 4 月、旧角館高校と角館南

高校が統合し、現角館高校が開校しまし

た。両校から引き継がれた若杉・駒草精

神は、旧制角館中学校開校以来歴史を積

み重ね、創立 90 周年を迎えることがで

きました。つきましては、次のとおり記

念祝賀会を開催しますので、「若杉・駒草

会」同窓会会員の皆さまの参加をお願い

します。

【日時】3 月 19 日 土 16:00 ～

【場所】グランデールガーデン

【会費】5,000 円

【申込締切】3 月 10 日 木 

【申込・問合せ】角館高等学校同窓会「若杉・

駒草会」幹事長 能美 ☎ 55-1640

OSHIRASE NAVI募　集

ゲレンデ de 雪こん　
in たざわ湖
　たざわ湖スキー場でスキー・ボード仲

間をつくろう！そこには素敵な出会いが

待っているかも♪ウインタースポーツが

得意な方から、初心者までお気軽にご参

加ください！

【日時】3 月 13 日 日 9:20 ～ 15:00

【場所】たざわ湖スキー場

【参加対象】25 歳～ 39 歳の独身男女

（スキー・ボード未経験者はご遠慮願います）

【申込締切】3 月 6 日 日 

【募集定員】男女各 12 人　※申込多数の

場合は、仙北市民を優先するほか抽選

によります。抽選結果は３月７日 月 に

メールにてお知らせします。

【参加費】男性 3,000 円 女性 2,000 円

　（リフト代、ランチ代、保険料込み）

　※たざわ湖スキー場のシーズン券をお

持ちの方は 500 円引

【申込み方法】「住所」「氏名」「性別」「年齢」

「電話番号」「メールアドレス」「スキー

or ボード」をメール・電話のいずれか

でお知らせください。

【申込・問合せ】ゲレンデ de 雪こん実行

委員会事務局 ☎ 080-8223-3208

　（9:00 ～ 17:00）

　E-mail  yukikon_313@yahoo.co.jp

OSHIRASE NAVI募　集

大曲税務署からのお知らせ
平成２７年分の確定申告と
納税はお早めに！

【確定申告期限・納付期限】 ▼ 所得税及び

復興特別所得税・贈与税：3 月 15 日 火 

▼消費税及び地方消費税：3 月 31 日 木

　※申告書の提出後に、納付書の送付や納

税通知等による納税のお知らせはありま

せん。納付には、便利で安全な振替納税

（口座振替）をぜひご利用ください。※

申告期限間際は混雑し、長時間お待ちい

ただいていますので、お早めにご来場く

ださい。また、15 時以降は混雑しがち

ですので、早めの時間にご来場ください。

【振替納税利用の場合の振替日】 ▼所得税及

び復興特別所得税：4 月 20 日 水 

　 ▼消費税及び地方消費税：4 月 25 日 月

　※確実に振替納税できるように、預貯

金残高をご確認ください。

【問合せ】大曲税務署 ☎ 0187-62-2191

OSHIRASE NAVIお知らせ
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  戸籍の
 窓口から
―1月届出分・敬称略―

人の動き

人口 28,048 人 （－ 41）
男 13,090 人 （－   14）
女 14,958 人 （－   27）

世帯数 　10,714 世帯 （－   15）

（平成 28 年 2 月 1 日現在）　　     前月比

出生
12 人 51 人 26 人 28 人

死亡 転入 転出

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

油谷剛
こ う た ろ う

太朗（重幸・生保内字街道ノ上）

油谷誠
せ い じ ろ う

志朗（重幸・生保内字街道ノ上）

富永柊
と う や

矢　 （優己・生保内字四十程）

後藤夢
む う と

翔　 （久幸・神代字長信田）

高橋希
き う

羽　 （優太・北野）

福井丈
ひ ろ と

翔　 （弘・川原町）

渡部莉
り の

乃　 （和成・山谷川崎字川崎）

阿部水
み ず き

紀　 （和範・桧木内字中島）

藤枝知
ち さ と

聖　 （諭・桧木内字大台野開）

高橋進
し ん じ ろ う

次郎（大作・小渕野字赤ハケ）

佐々木孝喜 （62 歳・白岩前郷）

菅原利美　 （58 歳・薗田銭神）

武藤トモヱ （86 歳・桧木内字松葉）

関谷ミヨ子 （88 歳・桧木内字松葉）

安達サダ　 （94 歳・桧木内字畑中）

田口忠亮　 （74 歳・西明寺字塞ノ神）

新山ハルヨ （84 歳・西明寺字宮田）

門脇洋子　 （56 歳・小山田字沢口）

佐藤ヱシ　 （81 歳・上荒井字中屋敷）

高橋幸雄　 （64 歳・小渕野字後川）

簗田重正　 （86 歳・田沢字春山）

千葉敏夫　 （68 歳・生保内字中村）

荒木田芳美 （75 歳・生保内字相内端）

御崎哲次　 （86 歳・生保内字野村）

鈴木スヱ　 （79 歳・生保内字上堂田）

髙 忠　　 （72 歳・潟字蛭児堂）

石郷岡德　 （84 歳・田沢字高屋）

伊藤サキ　 （89 歳・田沢字寺下）

伊藤昭德　 （88 歳・田沢字寺下）

伊藤由美　 （64 歳・小松字本町）

小田嶋タケ子 （67 歳・小松字二枚橋）

高橋トキヱ （99 歳・角館東前郷字杉林）

藤本正　　 （79 歳・神代字古館野）

佐藤龍二　 （82 歳・神代字野中清水）

武村喜市　 （93 歳・梅沢字沼頭）

藤原ミツ　 （85 歳・梅沢字大船）

大和ミヨノ （86 歳・卒田字荒町）

阿部礼治　 （69 歳・菅沢）

深谷等　　 （27 歳・菅沢）

髙橋堅治　 （98 歳・菅沢）

平岡富美子 （87 歳・菅沢）

佐藤タケノ （87 歳・菅沢）

長松谷悌三 （86 歳・岩瀬下タ野）

村上清太郎 （90 歳・岩瀬下タ野）

髙橋作治　 （79 歳・岩瀬）

加賀谷貞吉 （80 歳・山根町）

石𣘺 𠮷　 （84 歳・小人町）

黒澤ツメノ （94 歳・山谷川崎黒沢）

佐藤マツヱ （96 歳・雲然荒屋敷）

髙 てい子 （66 歳・雲然田中）

鈴木多智子 （91 歳・下延切欠田）

木元美代　 （84 歳・白岩前郷）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

第３セクター耳より情報
mimiyori-joho

西木温泉ふれあいプラザクリオン

花葉館

東風の湯

西宮家

角館町西長野古米沢30-19　☎ 55-5888　※不定休
メンテナンス休館日…8日（火）、9日（水）

角館町田町上丁11-1　☎ 52-2438　10:00 ～ 17:00（年中無休）

3月18日（金）18:30 ～ 20:30　会場 : レストラン
おひとり様4,700円（韓国料理バイキング＋飲み放題付）

謝恩会・歓送迎会等、各種ご宴会のご予約承ります。
感謝宿泊プラン、日帰り宴会プランもご予約承り中！
4月1日（金）～　日帰り宴会花見プラン　2,980 円～◆お膳プラン　おひとり様 4,000円～

◆卓盛プラン　おひとり様 3,000円～（8名から予約可）
◆飲み放題（2時間）　おひとり様2,000円
◆歓送迎会限定ご宿泊プラン（1泊朝食付）おひとり様 5,010円
集合写真撮影、送迎バス（10名～）、カラオケも承ります。

3月末までのお得なプランとなっています。
2泊3日（5食付）でおひとり様9,800円
ご家族、グループでのご利用も大歓迎です。

3月25日（金）18:30～
会場 : クリオン内　レストラン「かたくり」
おひとり様 3,500円（料理・飲み物付）ご予約承り中。

✿お花見期間中のご予約も承っています✿

レストラン北蔵　おひとり様2,160円
（2名から予約可　3日前まで要予約）
3月13日（日）までの限定メニューです♪
また、米蔵ではお雛様、パッチワークを展示しています。
お食事とともにぜひお楽しみください。

レストラン北蔵　3月14日（月）11:00 ～ 14:00
おひとり様1,500円　※なくなり次第終了

歓送迎会プラン

大好評！「温泉三昧湯治プラン」

かたくりパーティー

仙北市民憩いの日　今月は３月２６日（土）
ホワイトデーランチ

雛御膳ご用意しています

韓国料理フェア

西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
6:00 ～ 21:00　※休館日…31日（木）

田沢湖生保内字武蔵野111-8　☎ 43-2133　7:00 ～ 21:00（受付終
了 20:00）　3 月の定休日…9日（水）、23日（水）

仙北市民入浴無料！ご家族みなさんでぜひご利用ください！
※仙北市民と確認できるものを必ずお持ちください。

※写真等は全てイメージです。表記の価格は全て税込価格です。

3/ １ 火 ●角館高校卒業式

２ 水
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13:00 ～ 16:00） P9

●第6回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P10

３ 木
●第6回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P10

●初めての方のソープカービング講座（神代就業改善センター 9:30 ～12:00） 2/16･P10

●初歩から始めるおもてなし英会話講座（角館公民館 15:15 ～ 16:15） 2/1･P12 

４ 金
●巻き寿司作り（旧石黒（恵）家 13:15 ～ 15:30） 2/16･P10

●親支援講座（健康管理センター 9:30 ～ 9:40 受付　11:30 頃終了） 1/16･P9

５ 土 ●津軽三味線ロビーコンサート（仙北市民会館 18:00 開演） 2/16･P10

６ 日 ●個人番号カード休日交付日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 9:00 ～ 15:00） P7

７ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00） P17

８ 火

９ 水

●こころの相談（角館交流センター） P9

●うきうき広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） P13

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（神代出張所 13:00 ～ 16:00） P17

●行政相談所開設日（神代出張所 13:00 ～ 16:00） P17

●介護予防サポーター（きらめき隊）研修会（田沢湖健康増進センター 10:00 ～
12:00） 2/16･P9

●第6回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P10

１０ 木

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13:00 ～16:00） P17

●第6回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 2/16･P10

●初めての方のソープカービング講座（神代就業改善センター 9:30 ～12:00） 2/16･P10

●初歩から始めるおもてなし英会話講座（角館公民館 15:15 ～ 16:15） 2/1･P12 

１１ 金

●介護予防サポーター（きらめき隊）研修会（角館交流センター 10:00 ～
12:00） 2/16･P9

●円熟体操 in 仙北（田沢湖デイサービスセンター 10:30 ～ 12:00、西木林業
者等健康増進施設（クリオン隣体育館）13:30 ～ 15:00） 10/16･P20

１２ 土
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） P11

●そばタベクラーベの会（角館交流センター 18:00 ～ 19:30） 2/16･P10

●生保内・角館・神代・西明寺・桧木内中学校卒業式

１３ 日
●個人番号カード休日交付日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 9:00 ～ 15:00） P7

●ゲレンデ de 雪こん in 田沢湖（たざわ湖スキー場 9:20 ～ 15:00） P17

１４ 月 ●新舞踊教室（西木公民館 13:00 ～ 15:00） 11/16･P9 

１５ 火
●介護予防サポーター（きらめき隊）研修会（田沢湖健康増進センター 10:00 ～
12:00） 2/16･P9

●生保内・角館・神代・西明寺・桧木内小学校卒業式

１６ 水

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） P9

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） P9

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） P17

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） P17

●白岩・中川小学校卒業式
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広告

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　寒さ厳しい冬の夜に行わ
れる角館の火振りかまくら。や
や気温の高い今年、これなら
長時間撮影に耐えられる！意
気揚々と会場に向かうも、移
動中に感じた雨っぽい天気に
心配が募ります。イベント開
始後、徐々に降る雨。曇るレ
ンズ。濡れる手袋。折れる心。
防水の意識が薄かったことを
反省です。

TK　冬まつりに欠かせない存
在である「火」。主役級の働き
をするものからそっと会場を
照らす脇役的なものまでその
役割も様々。気づけば火ばか
り撮っていることも。どうやら
揺れる火を見つめるだけで癒
し効果が得られるそうで。健
康なことだけが取り柄の私で
すが、無意識のうちに癒しを
求めていたのでしょうか。今
となっては真相は闇の中です。

MT　気がつけば春の足音が近
づいて来ました。先日、角館小
学校に大相撲の豪風関が訪れ児
童たちと交流。そういえば数年
前も仙北市を訪問しています。
故郷をとても大切にしている
ようでした。児童たちは本物の
現役力士に大喜びで、豪風関と
腕相撲対決したり、気になる
ことを質問したり、楽しい時
間を過ごしました。将来、こ
のことがきっかけで、仙北市
から大相撲を目指す子どもが
誕生するかもしれませんね。
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